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１．はじめに

産総研地質調査総合センター活断層・火山研究部門大規

模噴火研究グループでは，日本で発生した巨大噴火による

「大規模火砕流分布図」の作成をシリーズとして開始しまし

た（第 1 図）．その第 1 号として，約 3 万年前の姶
あ い ら

良カルデ

ラの巨大噴火により噴出した入
い と

戸火砕流堆積物の分布図を

2022 年 1 月に公開しました （宝田ほか , 2022）．

今回作成を開始した「大規模火砕流分布図」シリーズは，

過去約 12 万年間に日本で発生した巨大噴火について，多

数の研究者による地表の地質調査の結果とボーリングコア

データなどを集約し，これら最新の知見に基づいて大規模

火砕流堆積物の分布範囲と層厚などの情報を統一的な基準

巨大噴火による「大規模火砕流分布図」シリーズ
の公開開始

—第 1 号として「姶良カルデラ入戸火砕流堆積物分布図」を公開—
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で示すことを目的としています．その第 1 号となる入戸火

砕流堆積物分布図は，火砕流堆積物の現存分布のほか，火

砕流堆積物の復元高度分布，層厚と最大粒径の変化，流動

方向，復元分布，そして火砕流に伴う降灰分布を示してい

ます．

このような巨大噴火は低頻度ですが，発生すると広範囲

に甚大な影響を及ぼすほか，シラス台地に代表されるよう

な大量の火砕流堆積物の存在は土砂災害の大きな要因とも

なります．本シリーズは，そのような大規模火砕流堆積

物の分布や影響範囲を示すことで，巨大噴火に備える防災

計画や国土利用計画の策定に貢献することを目指していま

す．

第 1図　�日本で過去約 12 万年間に噴出した主な大規模火砕流とそれに伴う降下火山灰の分布． a.  全域，�
b. 九州地域，c. 北海道地域及び東北地域北部．北から，屈斜路 IV 火砕流 （12 万年前），洞爺火
砕流 （10 万 6千年前），支笏火砕流 （4万 6千年前），十和田八戸火砕流 （1万 5千年前），箱根東
京火砕流 （6万年前），阿蘇 4火砕流 （8万 9千年前），姶良入戸火砕流 （3万年前），阿多火砕流 （10
万 8千年前），鬼界幸屋火砕流 （7300 年前）．
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２．開発の社会的背景

東日本大震災を契機に，低頻度であるが甚大な災害を引

き起こす地質現象が防災の対象として注目されています．

特に，大規模火砕流を噴出する巨大噴火がひとたび発生す

れば，火山周辺のみならず広範囲に甚大な災害をもたら

すことが予想されます．過去に発生したものと同様な巨大

噴火が将来発生した場合に備えてその影響の範囲を予測す

るためには，過去に発生した巨大噴火の噴出物の分布を正

確に把握することが不可欠です．しかし，地質時代の巨大

噴火がもたらした噴出物は，その後の侵食などにより失わ

れ，また新しい時代の地層に覆われているため，従来の地

質図ではその分布を把握することが困難です．そこで，本

シリーズは．大規模火砕流堆積物について，地表に露出す

る分布のみならず地下に伏在している領域や侵食で失われ

た領域を復元して示すことで，その火砕流堆積物の現存分

布の実態を示すとともに，復元分布図の作成により噴火発

生当時の火砕流の到達範囲を明らかにすることを目指しま

した．

３．大規模火砕流分布図の内容

産総研地質調査総合センターは，これまで火山地域の野

外調査で収集した地質情報を基に，火山噴出物の分布や特

徴に関する地質図などを公表してきました．東日本大震災

以降，国内の代表的な巨大噴火の事例研究を進めており，

噴火の時間推移や，大規模火砕流とそれに伴う噴出物によ

る影響範囲についての知見を蓄積してきました．「大規模火

砕流分布図」は，複数の研究者によってこれまで蓄積され

てきた広範囲の地質調査の知見と産総研が実施した調査結

果から，過去の巨大噴火に伴う大規模火砕流とそれに付随

する噴出物の分布の全貌を示します．

今回出版した「入戸火砕流堆積物分布図」（第 2 図）は，鹿

児島湾を中心とする半径約 100 km の範囲に分布する入戸

第 2図　姶良カルデラ入戸火砕流堆積物分布図．
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火砕流堆積物を 25 万分の 1 スケールの地形図上に示して

います．通常の地質図では表せない小規模な堆積物の分布

地点や地下に伏在する範囲についても図示しています．ま

た，入戸火砕流堆積物の上面高度分布，層厚，軽石と岩片

の最大粒径，火砕流の流れた方向を示す軽石の配列方向，

噴火時に発生した姶良 Tn 火山灰の分布も図示しました（第

3 図，第 4 図）．さらに，火砕流堆積物の現存分布に基づ

き火砕流の噴火当時の分布を再現するシミュレーションを

行い，噴火時に火砕流が到達した範囲を推定しました．火

砕流分布図では，推定した火砕流の到達範囲と堆積物の層

厚分布を示しています．これに基づき改めて推定した入戸

火砕流の噴出量は，500 〜 600 km3，姶良 Tn 火山灰の噴

出量は300 km3 でした．これらを合計した総噴出量は800

〜 900 km3 で，従来の推定値より約 1.5 倍も大きいことが

明らかとなりました．また，大規模火砕流分布図に付属す

る解説書には巨大噴火を発生させた姶良カルデラの長期的

な活動の特徴，巨大噴火の推移，火砕流堆積物の特徴の解

説も加えられています．

これらのコンテンツは，地質調査総合センターの地質図

カタログのウェブサイトから，解説書と共に PDF ファイル

および GIS データとしてダウンロードすることができます

（https://www.gsj.jp/Map/JP/lvi.html）．

大規模火砕流分布図シリーズは，日本で発生した巨大噴

火の噴出物の分布を統一的な基準で提示しており，大学や

第 3図　姶良カルデラ入戸火砕流堆積物分布図 （中央部拡大）．

第 4図　�入戸火砕流に伴う姶良Tn火山灰の分布図．a. 全域，
b. 西日本付近の拡大．
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研究機関の研究者の研究資料として活用が期待されます．

また，将来同様の噴火が発生した場合，どの範囲にどのよ

うな影響が及ぶのかを推測する手掛かりとなり，国及び地

方自治体等の防災計画や長期間にわたり持続すべき社会イ

ンフラの整備に不可欠な情報を提供することができると考

えられます．

４．今後の予定

今後は，過去約 12 万年間に日本で発生した支
し こ つ

笏火砕流，

阿
あ そ

蘇 4 火砕流，阿蘇 3 火砕流，洞
と う や

爺火砕流，阿
あ た

多火砕流，

屈
く っ ち ゃ ろ

斜路 IV 火砕流，屈斜路 I 火砕流，十和田八戸火砕流，十

和田大
お ふ ど う

不動火砕流，鬼
き か い

界幸
こ う や

屋火砕流，箱根東京火砕流の大

規模火砕流の分布図を順次作成し公開する計画です． 
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